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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 15,721 27.4 164 △45.8 108 △60.8 82 △59.4

2019年3月期第2四半期 12,339 △13.9 303 100.9 276 156.2 204 94.7

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　63百万円 （△77.7％） 2019年3月期第2四半期　　285百万円 （149.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 48.93 ―

2019年3月期第2四半期 120.59 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 32,566 7,963 24.5

2019年3月期 32,397 7,951 24.5

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 7,963百万円 2019年3月期 7,951百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― ― ― 30.00 30.00

2020年3月期 ― ―

2020年3月期（予想） ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,000 30.3 500 11.6 400 5.3 300 △1.9 176.95

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 2,253,000 株 2019年3月期 2,253,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 557,632 株 2019年3月期 557,632 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 1,695,368 株 2019年3月期2Q 1,695,418 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

（日付の表示方法の変更）

「2020年３月期　第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善、個人消費の持ち直しなどが続くなかで、円

高や外需の減速等により製造業を中心に輸出が減少するなど企業収益の回復には鈍化が見られました。世界経済に

おきましては、米中貿易摩擦の激化や英国のＥＵ離脱問題の影響、中東情勢の緊迫化など、経済情勢の不安が高ま

り、先行き不透明感が強まっている状況にあります。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は157億21百万円（前年同

四半期比27.4%増）、営業利益は1億64百万円（前年同四半期比45.8%減）、経常利益は1億8百万円（前年同四半期比

60.8%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は82百万円（前年同四半期比59.4%減）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計
調整額

（注）

四半期連結損益

計算書計上額船舶事業

売上高 15,445 577 16,023 △301 15,721

セグメント利益 671 6 678 △514 164

（注）セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

①船舶事業

 新造船におきましては、短期的には海運市況の回復はみられますが、新造船供給過剰の状態は継続しており、

船価の回復には至っていません。

 改修船におきましても、修繕費用の抑制により、国内及び国外造船所との熾烈な競争を余儀なくされ、採算面

において厳しい状況となりました。

 また、資機材価格が上昇傾向にある一方、船価の回復が遅れていることにより、採算面において厳しい状況と

なりました。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の船舶事業全体の経営成績につきましては、売上高154億45

百万円（前年同四半期比27.9%増）、セグメント利益6億71百万円（前年同四半期比14.6%減）となりました。受注

につきましては、新造船３隻（フェリー）、修繕船他で144億3百万円を受注し、受注残高は、新造船20隻他で681

億7百万円となりました。

 

②その他

 陸上・サービス事業につきましては、公共・民間設備投資は、緩やかに増加しており、個人消費についても持

ち直しの動きがみられるものの、依然として厳しい経営環境が続きました。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高5億77百万円（前年同四

半期比16.7%増）、セグメント利益6百万円（前年同四半期比32.7%増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（連結財政状態）

（単位：百万円）

 
前連結会計年度

（2019年3月31日）

当第2四半期連結会計期間

（2019年9月30日）
増減

総資産 32,397 32,566 169

負債 24,445 24,602 156

純資産 7,951 7,963 12

 

 総資産は、前連結会計年度末の323億97百万円から1億69百万円増加し、325億66百万円となりました。

 これは主に、受取手形及び売掛金、流動資産のその他に含まれる未収消費税が減少したものの、現金及び預金が

増加したことによるものであります。

 

 負債は、前連結会計年度末の244億45百万円から1億56百万円増加し、246億2百万円となりました。

 これは主に、前受金が減少したものの、長期借入金が増加したことによるものであります。

 

 純資産は、前連結会計年度末の79億51百万円からほぼ同水準で推移し、79億63百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきまして、現時点においては、2019年５月10日に公表いたしました業績予想から変更は

ありません。

 なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年3月31日) 

当第2四半期連結会計期間 
(2019年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,486 12,267 

受取手形及び売掛金 8,721 7,764 

商品 1 3 

仕掛品 308 393 

原材料及び貯蔵品 149 176 

その他 1,262 575 

貸倒引当金 △7 △11 

流動資産合計 20,922 21,169 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,838 1,779 

構築物（純額） 1,182 1,145 

機械装置及び運搬具（純額） 1,006 1,039 

土地 4,701 4,701 

その他（純額） 393 398 

有形固定資産合計 9,122 9,064 

無形固定資産    

その他 241 222 

無形固定資産合計 241 222 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,029 1,987 

退職給付に係る資産 40 93 

その他 127 115 

貸倒引当金 △86 △86 

投資その他の資産合計 2,110 2,109 

固定資産合計 11,474 11,396 

資産合計 32,397 32,566 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年3月31日) 

当第2四半期連結会計期間 
(2019年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,459 7,508 

短期借入金 3,635 3,940 

未払費用 884 905 

未払法人税等 37 29 

前受金 4,969 3,793 

船舶保証工事引当金 115 76 

工事損失引当金 209 163 

その他 246 242 

流動負債合計 17,557 16,659 

固定負債    

長期借入金 4,600 5,720 

再評価に係る繰延税金負債 802 802 

退職給付に係る負債 1,260 1,198 

資産除去債務 71 71 

その他 154 150 

固定負債合計 6,888 7,943 

負債合計 24,445 24,602 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,200 1,200 

資本剰余金 672 672 

利益剰余金 6,287 6,319 

自己株式 △2,016 △2,016 

株主資本合計 6,142 6,175 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 294 265 

土地再評価差額金 1,585 1,585 

退職給付に係る調整累計額 △71 △61 

その他の包括利益累計額合計 1,808 1,788 

純資産合計 7,951 7,963 

負債純資産合計 32,397 32,566 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 

(自 2018年4月 1日 
 至 2018年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 2019年4月 1日 
 至 2019年9月30日) 

売上高 12,339 15,721 

売上原価 11,443 14,945 

売上総利益 896 776 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 168 170 

その他 424 441 

販売費及び一般管理費合計 593 611 

営業利益 303 164 

営業外収益    

受取配当金 10 10 

為替差益 17 0 

受取地代家賃 9 9 

その他 2 2 

営業外収益合計 40 21 

営業外費用    

支払利息 47 45 

支払保証料 5 23 

その他 13 8 

営業外費用合計 67 78 

経常利益 276 108 

特別利益    

固定資産売却益 1 － 

特別利益合計 1 － 

特別損失    

固定資産除却損 3 7 

投資有価証券評価損 3 － 

特別損失合計 6 7 

税金等調整前四半期純利益 270 100 

法人税、住民税及び事業税 73 1 

法人税等調整額 △7 15 

法人税等合計 66 17 

四半期純利益 204 82 

親会社株主に帰属する四半期純利益 204 82 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 

(自 2018年4月 1日 
 至 2018年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 2019年4月 1日 
 至 2019年9月30日) 

四半期純利益 204 82 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 69 △29 

退職給付に係る調整額 12 9 

その他の包括利益合計 81 △19 

四半期包括利益 285 63 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 285 63 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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２０１９年１０月３１日  
内海造船株式会社 

                                                                                （コード番号７０１８） 

２０２０年３月期第２四半期決算の概要 
１．当第２四半期の業績について 
    当第２四半期は下表のとおり、前期に比べて、個別、連結とも増収減益の決算となった。    （百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

 

売 

 

上 

 

高 

 

個 

 

 

別 

船 

舶 

事 

業 

新 造 船 （１０隻）  １０，４８０ （１２隻）  １３，９８５            （ ２隻） ３，５０４ 

改 修 船 （４５隻）   １，２６１ （４１隻）   １，３４１ （△４隻）     ８０ 

そ の 他 ２９８ ９６  △２０１ 

計 １２，０４０ １５，４２３  ３，３８３ 

陸上・サービス事業 ４３ ４３  △０ 

計 １２，０８４ １５，４６６  ３，３８２ 

連結 

子会社 

船舶事業 ３２ ２２  △１０ 

陸上・サービス事業 ２２３ ２３２  ９ 

計 ２５５ ２５４  △０ 

連 

結 

船舶事業 １２，０７２ １５，４４５  ３，３７２ 

陸上・サービス事業 ２６７ ２７５  ８ 

合計 １２，３３９ １５，７２１  ３，３８１ 

  （注）個別・連結売上高の増収要因は、新造船の売上対象船の隻数が２隻増加（１０隻→１２隻）したため。 

（百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

損 

 

益 

営  業 

利  益 

個 別 ３０８ １５７ △１５１ 

連 結 ３０３ １６４ △１３８ 

経  常 

利  益 

個 別 ２８２ １０１ △１８０ 

連 結 ２７６ １０８ △１６８ 

四半期 

純利益 

個 別 ２０８ ７９ △１２８ 

連 結 ２０４ ８２ △１２１ 

（注）個別・連結の減益要因は、新造船の売上対象船の隻数が２隻増加（１０隻→１２隻）したものの、前年に比べ収益性の低い船

の売上があったため。 

２．船舶事業の受注状況について 

新造船においては、短期的には海運市況の回復がみられたものの、新造船供給過剰の状態は継続しており、船価の回復には

至っていない。改修船においても、修繕費用の抑制により、国内及び国外造船所との熾烈な競争を余儀なくされ、採算面において

厳しい状況となった。 

また、資機材価格が上昇傾向にある一方、船価の回復が遅れていることにより、採算面において厳しい状況となった。 

このような状況のもと、受注については、新造船３隻（フェリー）、修繕船他で１４４億３百万円を受注し、受注残高は、新造船 

２０隻他で６８１億７百万円（前年同期比 ２７．３％増）となった。 
 

３．２０２０年３月期の業績予想について 
通期の業績予想について、現時点においては、２０１９年５月１０日に公表した業績予想からの変更はない。 
なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示する。 

                                 （単位：百万円） 

区 分 
通期（予想） 

個  別 連  結 

売 上 高 ３５，５００ ３６，０００ 

営 業 利 益 ５００ ５００ 

経 常 利 益 ４００ ４００ 

当 期 純 利 益 ３００ ３００ 

 

４．２０２０年３月期の配当予想について 

  配当予想については、現時点においては、２０１９年５月１０日に公表した配当予想からの変更はなく、１株当たり３０円の

期末配当を予定している。                                            

 （おわり） 


